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Abstract： 
Purposes：Comparison of the psychological, physiological, and endocrinological effects of first-hand learning about infants 
between the adolescent male and female. 
Methods：10 male and 10 female adolescents (a total of 20) experienced first-hand learning about infants with one baby per 
adolescent as the main learning subjects. Learning Sessions continued for three months, once a week, for 2 to 3 hours at a 
time in a nursery school. All infants were about the same age. In order to obtain the differences in the degree of parenthood 
development, questionnaires were given to the participants and a video of the crying and laughing faces of the infants, 
which was intended to stimulate an understanding of parenthood development, was shown to the participants before and 
after their learning experience for psychological, physiological, and endocrine evaluation purposes. 
Results：Before first-hand learning, based on the scale of readiness of parenthood, the female participants’ positive affection 
towards the infants was significantly higher than that of male participants (p＜0.05). Before first-hand learning, based on 
the scale of affection towards babies’ development, the male participants’ negative affection towards infants was 
significantly higher than that of female participants (p＜0.05). For psychological, physiological, and endocrinological 
evaluation, there was no significant difference between the male and female either before and after first-hand learning. 
Considerations：Before first-hand learning, readiness of parenthood was different in the males and females; therefore, we 
have to take into consideration sex differences. Development of parenthood by first-hand learning produced no difference in 
the males or females. 
Key Words：the development of parenthood, learning program, first-hand learning about infants, psychological, physiological, and
             endocrine evaluation. 
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Ⅲ．仮説 Ⅰ．緒言 
１．乳幼児とのふれあい育児体験前は，女性の方が男
性より親性準備性・対児感情接近感情が高く，対
児感情回避感情が低い。 
 近年，親子をめぐる深刻な問題状況への危機感から，
親になるための資質育成の重要性が認識されるように
なってきた。そして，親になることが近い年代だけで
なく，その準備段階の青年期における親性準備性育成
の必要性が指摘されている1)～4)。 
２．乳幼児とのふれあい育児体験後，親性準備性・対
児感情接近感情・対児感情回避感情に男女差はみ
られない。  青年期は，近い将来親になるための発達段階として，
親性を獲得するための重要な準備時期である。親性準
備期においては，子どもの特性を知ること，乳幼児へ
の好意感情，妊娠・出産・育児への関心や肯定的認識
などを育むことが重要である。 
３．乳幼児とのふれあい育児体験前後の乳児の「泣き」
に対するSTAI値・心拍パワースペクトルLF/HF比・
唾液中コルチゾールの反応に男女差はみられない。 
 
Ⅳ．用語の定義  親性準備性の育成については，子どもの親となるた
めに中・高校生に乳幼児とのふれあいを体験させる事
業が市町村事業として厚生労働省から提唱され，全国
的に試行されている5)。その評価として，体験後ネガ
ティブなイメージや認識が減少し，ボジティブなイメ
ージや認識をもつ生徒が増加したことが報告されてい
る6)～10)。しかし，これら「親性」や「親性準備性」に
関する従来の介入研究は，中・高校生を対象にした心
理学的検討が多く，親性準備期にある未婚の青年期男
女を対象に科学的・計画的に検討された介入研究は見
当たらない。 
１．親性：乳幼児への好意感情，養育の意志，知識と
技能など，子どもと関わる上で重要な性質であり，
生物学的性差によらず，男女において存在する性
質とする。 
２．ふれあい育児体験：保育園の０歳児クラスで，日
常体験可能な保育項目のうち，親性喚起に関係す
る項目と考えられる「抱っこ，びん哺乳，離乳食，
おむつ交換，話かける，あやす，寝かしつける，
遊ぶ」などを体験すること。 
 
Ⅴ．文献検討  我々はこれまでの研究で，心理・生理・内分泌学的
側面で，青年期男女を対象とした継続的な乳幼児との
ふれあい育児体験が，体験の積み重ねや乳児との関係
性の構築により親性育成に肯定的に影響していること
を明らかにした11)12)。本研究では，さらに，ふれあい
育児体験効果の男女差について検討するために，体験
前後に①親性準備性，対児感情評定尺度による心理学
的評価，②従来より親性を刺激するとされている課題
(乳幼児の映像や泣き声など)を提示し，情動喚起刺激
の反応を心理・生理・内分泌学的指標により評価する。
これらの男女差が明らかになることにより，親性準備
段階における性差の特徴や性差を考慮したふれあい育
児体験のあり方に役立てることができると考える。 
１．保育体験学習の位置づけ 
 厚生省では思春期の青少年に健診等の場において乳
幼児と接する機会をつくり，父性や母性の涵養をはか
ると共に，生命の尊厳や性に関する教育を行うことを
目的として「思春期における保健・福祉体験学習事業」
(乳幼児とのふれあい体験学習)を，平成３年度から市
町村母子保健事業として開始した。これは，生命の尊
厳や性に関する知識を与え，母性や父性の涵養を意図
したもので，「思春期保健福祉体験学習事業」，別名「ヤ
ング・ペアレントフッド事業」と呼ばれている。 
 諸外国においても「子どもとの接触経験」の重要性
は早くから注目されてきた。アメリカでは多くの高校
において保育室が設けられ，保育園の子どもが通って
きて高校生と長期間にわたって接する学習が取り組ま
れてきた13)。藤後14)によって，青年期を対象としたペ
アレンティングプログラムが紹介されているが，1989
年に開発されたEP(Education for Parenting)，1996
年 に 開 発 さ れ た ECP(Educating Children for 
 
Ⅱ．研究目的 
 出産・育児経験のない青年期未婚男女を対象に，乳
幼児とのふれあい育児体験を実施し，その親性育成効
果の男女差を心理・生理・内分泌学的に明らかにする。 
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Parenting)は教室への親子訪問の観察を中心に組み立
てられており，特に，ECPは，生徒自身が親子訪問の企
画・実施・評価を行う点が特徴的だと述べられている。 
 カナダのトロント市では，Gordonによって開発され
たRE(Roots of Empathy)という教育プログラムが実施
されており，我が国にも紹介されている。このプログ
ラムではある親子がクラスの一員として迎えられ，10
か月以上にわたって月に１回教室を訪問し，子どもた
ちと過ごす。子どもたちは，乳児の要求・成長・発達
について学ぶだけでなく，親と乳児の関係を観察する
ことによって，共感を理解することができることが特
徴とされている。REの開発者は，REの教育的効果につ
いて，学級から暴力やいじめがなくなること，親の乳
児に対する反応が豊かになり，自己評価が高まること，
生徒たちは親になることを評価するようになることを
あげている15)。 
２．ふれあい育児体験の現状 
 本事業の実施市町村は，年々増加している16)。元厚
生省雇用機会均等・児童家庭局，母子保健課によると
2001年度372市町村である。さらに，2000年４月の中央
教育審議会報告「少子化と教育について」においても，
すべての高等学校で保育体験学習を推進することが盛
り込まれている。家庭の教育力の向上を図る一環とし
て，2002年度から順次実施されている新学習指導要領
においては，「総合的な学習の時間」や特別活動などの
中で，ボランティア活動などの体験活動を行うことを
明示し，学校教育における体験活動をより一層充実さ
せようとしている17)。ふれあい体験学習の本来の目的
は，「親性の涵養」にあり，小学生対象の体験学習では，
小さな「かわいい」命に触れる実体験を通して「生命
の大切さの理解」をより確かにすることが指導目的に
なると考えられている。いまや体験学習は各地で様々
な形で展開されている。方法は様々で，保育所の見学，
保育所でのふれあい体験，乳児健診でのふれあい体験
等がある。いずれの場合も，体験の前に授業として生
命教育，性教育等を教えている。最も多いのは，乳児
検診に生徒が参加し，母親を手伝って，着替え，おむ
つ交換などに参加するものである。このような中，い
まだ内容について試行錯誤が繰り返されているのが現
状である。また，現在の実施内容が多すぎて焦点をど
う定めたらよいかわからないという市町村も多くある
ことを指摘している16)。さらに，大学生へのふれあい
育児体験の報告もあり，医学部の学生に対し，ヒュー
マンコミュニケーション授業の一環として，継続的な
ふれあい育児体験が実施されている18)。 
３．ふれあい育児体験の効果 
 「子どもとの接触体験」の効果についてはすでに多
くの知見が積み重ねられている。 
 家庭科教育においては，保育体験学習が，子どもへ
の情意的・感情的領域を高めることが報告されてい 
る19)20)。思春期保健福祉体験学習においても，男女と
もに乳児・幼児・子育て・親に対する否定的な認識が
減少し，肯定的なイメージや認識を持つ生徒が増加す
ること，特に，体験前には乳児との接触体験がなかっ
た男子生徒にとって，体験は自己と結びついて親を今
までとは違った側面から捉える機会となっていること
が報告されている7)。一方で，１回程度の体験では乳
児に対する否定的な反応を示す対象者の存在も指摘さ
れ，その理由として，初めての状況に対する不安，緊
張，戸惑いがあげられている20)。 
 
 しかしながら，以上のようなふれあい育児体験の評
価は，国内外の報告においては心理尺度や感想文の分
析による主観的な心理学的評価のみであり，男女差の
検討は不十分である。したがって，新たな客観的指標
を加え，男女差の検討を行うことは意義あるものと考
える｡ 
 
Ⅵ．研究方法 
１．期間 
 平成17年10月～平成18年２月 
２．対象およびデータ収集方法 
１)対象者 
 研究参加に同意を得た18～19歳の出産・育児経験の
ない未婚の青年期男女各10名計20名。 
２)データ収集方法 
(１)データ収集手順(図１) 
①質問紙調査：〔基礎データ(基本的属性・子どもとの
接触体験，STAI(特性不安)21)(プログラム開始前)〕，親
性準備性尺度〔(青木)22)を一部改定)〕，対児感情評定
尺度(花沢)23)(プログラム開始前・終了後)。 
②乳幼児とのふれあい育児体験プログラムの実施：実
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施施設は，施設長および保護者の研究協力・同意の得
られたＡ県内の保育園である。実施期間は，本研究で
は継続的な体験効果の評価を目的としたため，育児体
験のほかに乳幼児との関係性の構築や発達の変化が体
験できる期間と考え，平成17年10月後半から平成18年
１月の３ヶ月間に設定した。被験者は，１回／１～２
週，１回２～３時間，計10回程度の乳幼児とのふれあい
育児体験プログラムに参加した。体験プログラムの内容
は，日常の保育の中で体験可能な項目のうち，親性喚起
に関係する項目と考えられる「抱っこ，びん哺乳，離乳
食，おむつ交換，話かける，あやす，寝かしつける，遊
ぶ」などで構成され，被験者はそれぞれ一人の乳幼児を
中心にして，その他数名の同月齢の園児にかかわった。 
③心理･生理・内分泌学的評価：ふれあい育児体験プロ
グラム開始前(平成17年10月)・終了後(平成18年２月)
に，従来より親性を刺激するとされている課題(乳幼児
の映像や泣き声など)25)26)を提示し，情動喚起刺激に対
する心理学的指標〔STAI日本語版(状態不安)〕，生理学
的指標〔心拍パワースペクトルのLF/HF比〕，内分泌学
的指標(唾液中のコルチゾール)により評価した。 
(２)実験手順(図２) 
①実験前に基礎データ，親性準備性尺度，対児感情評
定尺度に記入した後，心電図用アンプ(エスアンドエム
イーBiolog DL-2000)を装着し，第Ⅱ誘導で測定した。
その後，映像刺激提示中はなるべく動かないこと，映
像刺激終了毎に喚起された情動の程度を質問紙に評定
することなどについて説明した。 
②動画(ビデオ)による刺激は，刺激の中でも強い情動
を喚起するといわれ，その適切な評価は，ベースライ
ンとして，中性刺激映像を提示する条件設定が有効視
されている。乳幼児は泣くことにより自らの身体的，
精神的な不快感や要求を訴え，周囲の注意を引こうと
する一般的事実や幼児の泣き声は，他の表情刺激に比
べて被験者の覚醒状態を高める24)25)。これらの知見を
踏まえ，正の情動を喚起するPositive条件として乳児
の「笑い顔」，Negative条件(ストレス刺激)として「泣
き顔」，を編集し，情動をより強く生起させることを試
みた。また各条件間に，特定の情動は喚起させない「中
性刺激映像」(コントロール条件)を設定した。 
 実験開始前の被験者の情動状態を得るために，
STAI(状態不安)を記入した後，実験は研究者がVTRボタ
ンを押し，馴れと安静状態を得るために，体験前は10
分間コントロール条件として，「リラックス画面・音楽
(ビデオテープ雲海)」を提示し，面識のない月齢10ヶ
月の乳児の「笑い顔」５分間，再びコントロール条件
を10分間，その後「泣き顔」(音声70dB程度)５分間，
コントロール条件を10分間提示した。映像刺激提示用
のカラーモニターは被験者前方２mの位置に設置した。
映像刺激の提示には，NECプラズマディスプレイPX-42M5, 
SONYビデオカセットレコーダーWV-ST1を用いた。 
３)データ収集内容 
(１)心理学的指標 
①親性準備性尺度〔(青木)22)を一部改定)〕：青年期の
親性準備性に焦点を当て測定する。乳幼児への好意感
情(９項目)，育児への接触性(13項目)の合計22項目か
ら構成されている。５段階評定法で，採点方法は「あ
てはまらない」から「あてはまる」の各回答に０から
４点を与える。逆転項目では逆の配点となる。それぞ
れの尺度の項目得点の合計が尺度得点である。青年期
後期男女に対する信頼性と構成概念妥当性，併存妥当
性が確認されている12)。 
②対児感情評定尺度：乳児に対して大人が抱く感情を
肯定的側面(接近感情)と否定的側面(回避感情)の２側
面から測定する。４段階評定法で，採点方法は「非常
にそのとおり」から「そんなことはない」の各回答に
３から０点を与える。接近項目・回避項目ごとに得点
を求める。信頼性・妥当性が検証されている。 
③STAI日本語版21)：状態不安と特性不安を測定するた
めにSpielbergerなどによって開発された。状態不安は，
個人がそのときおかれた生活体条件により変化する一
時的な情緒状態であり，その際の生活体条件とはその
人の感情状態と自律神経活動の2面からなる。特性不安
は不安状態の経験に対する個人の反応傾向を指し，比
較的安定した個人の性格傾向を示す。それぞれ20の状
態不安では「まったく感じていない」から「はっきり
と感じている」の各回答に１点から４点を，逆転項目
では逆の配点となる。特性不安では「ほとんどない」
から「いつもある」の各回答に１点から４点を，逆転
項目では逆の配点となる。信頼性・妥当性が検証され
ている。 
(２)生理学的指標 
 感情喚起刺激ビデオによる生理信号を測定するため 
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図１ 研究プロトコール 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図２ 実験手順 
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に，心電図を第Ⅱ誘導で連続測定した。各被験者の心
電図のアナログ信号は，データ取り込みユニット
(BIOPAC)にてA/D変換し，連続的にコンピューターに記
録した。解析に用いたデータは，質問紙記載による体
動を除いた３分間を解析に用いた。 
 心電図の波形データよりR波を検出し，１拍毎のR-R
間隔とR波の時間的位置を測定した。心拍R-R間隔の１
拍毎の変動は，心臓迷走神経と交感神経活動のバラン
スで生じる。そこで，R-R間隔変動を周波数解析するこ
とで自律神経活動を評価する方法が心拍変動スペクト
ル解析である。１拍ごとのR-R間隔の時系列データを高
速フーリエ変換(FFT)により周波数解析した。FFTで得
た周波数成分は，0.04～0.15Hzのスペクトルを低周波
数成分(low frequency component:LF)，0.15～0.40Hzの
スペクトルを高周波数成分(high frequency component: 
HF)とした。LFは交感神経，副交感神経双方の活動性)，
HFは副交感神経の活動性の指標，LF/HF比の上昇は交感
神経の活動性が高まったことを，不変もしくは減少し
た場合は副交感神経の活動性が高まったことを示す。
一般に生体は緊張状態が高まると交感神経系の活動性
が優位となる。そこで本研究ではLF/HFを交感神経活動
の指標として用いた。 
(３)内分泌学的指標 
 感情喚起刺激ビデオによるストレスの程度を測定す
るために，唾液中のコルチゾールを測定した。コルチ
ゾール値は，早朝起床時に高く，夕方以降低下すると
いう顕著な日内変動を示す26)。また，食後１～２時間
は一時的に増加する場合がある27)。したがって採取時
間は午後２時から５時とした。ビデオ視聴開始からの
採取時間と採取間隔については，唾液中コルチゾール
の変動の評価には15分間隔での唾液採取が適している
との報告28)やストレッサーからのコルチゾール値の上
昇は，３分以上遅れ，ビデオ終了後３分から９分で安
静時レベルに戻るという報告29)がある。このため，本
研究では先行研究を参考に，刺激開始から５分後に採
取した。コルチゾールは，ザリベッティ(Salivette  
Sarstedt社製，唾液吸収用の円筒フィルタに脱脂綿が
入った遠心分離抽出可能な二重検体管)を用い，約１分
間口に含み唾液を採取した。採取した唾液は直ちに
KUBOTAマイクロ冷却遠心機で3000rpm３分間遠心分離
し，その上澄みを-78℃で保存した。唾液中のコルチゾ
ールの測定は，SALIMETRCS社製コルチゾール測定キッ
ト(Salivary EIA Kit)を用い，ELISA(enzymelinked 
immunosorbent assay)法にて測定した。 
４)データ分析方法 
(１)質問紙調査：基礎データは単純集計した。 
(２)ふれあい育児体験プログラム開始前(以下体験
前)・終了後(以下体験後)の心理・生理・内分泌学的評
価：体験前後，ビデオ刺激の各映像間を男女間で比較
し，統計学的に分析した。2群間の比較には，対応なし
にMann-Whitney U検定，対応ありにWilcoxon符号付順
位和検定を用いた。 
(３)解析はSPSS12.0ｊにより行い，有意水準５％未満
とした。 
 
Ⅶ．倫理的配慮 
１．対象者には，研究目的，意義，内容(方法・期間)，
安全性，参加を中止あるいは拒否する権利，拒否しても
一切不利益をこうむらないこと，プライバシーが保護さ
れる権利が保障されていること，個人情報保護のため，
研究内容から研究対象者個人を特定できないようにコ
ード化すること，研究結果を論文やその他の方法で公
表する際，匿名性を守ること，研究協力により対象者
が受ける利益は，看護学への貢献でありそれ以外の直
接的な利益はないこと，研究結果の公表方法，研究中・
終了後質問への対応をすること，研究終了後の対象者
の情報については責任をもって処分することを明記し
た依頼文書を提示し，同意書を用いて同意を得た。 
２．フィールドとなった保育園の園長，保育関係者，
保護者に対しては，ふれあい育児体験プログラム実施
前に依頼文書を用い，研究目的，意義，内容(方法・期
間)，安全性，参加を中止するあるいは拒否する権利，
拒否しても一切不利益をこうむらないこと，プライバ
シーが保護される権利が保障されていること，研究終
了後の保育園および園児の情報については，責任をも
って処分すること，保育園の実習生・ボランティア受
け入れマニュアルに沿って実施すること，受け持ち以
外の園児に対しても平等に関わることなどを明記した
依頼文書を提示し，園長には研究者が直接説明，保護
者には園長を通じ依頼文書により説明し，同意を得た。 
 なお本研究は福井大学医学部倫理審査委員会の承認
(平成17年２月９日第79号)を得た上で実施した。 
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Ⅷ．結果 
１．対象者の特徴(表１・２) 
 対象者の特徴は表１・２のとおりであった。年齢は
男性18.6±0.5歳，女性18.7±0.7歳であった。子ども
との接触体験，乳児との接触体験の有無に男女差はみ
られなかった。 
２．ふれあい育児体験実施前後の心理学的評価(男女 
の比較) 
１)親性準備性尺度における「乳幼児への好意感情」「育
児への積極性」(図３・４) 
 体験前において，「乳幼児への好意感情」は，男性よ
り女性の方が有意に高かった(Z＝-2.30，p＜0.05)。体
験後は有意な差はみられなかった。体験前後の比較に
おいて，男性では体験前より体験後の方が有意に高か
った(Z＝-2.23，p＜0.05)。女性では有意な差はみられ
なかった。 
 体験前後において，「育児の積極性」は，男女間に有
意な差はみられなかった。男女それぞれの体験前後の
比較において，男女とも体験前より体験後の方が有意
に高く，男性(Z＝-2.821，p＜0.01)，女性(Z＝-2.09，
p＜0.05)であった。 
２)対児感情評定尺度｢接近感情｣｢回避感情｣(図５･６) 
 体験前後において，「接近感情」は，男女間に有意な
差はみられなかった。男女それぞれの体験前後の比較
において，男性では体験前より体験後の方が有意に高
かった(Z＝-2.51，p＜0.05)。女性では有意な差はみら
れなかった。 
 体験前後において，「回避感情」は，女性より男性の
方が有意に高く，体験前(Z＝-2.25，p＜0.05)，体験後
(Z＝-2.22，p＜0.05)であった。男女それぞれの体験前
後の比較において，男性・女性とも有意な差はみられ
なかった。 
３．ふれあい育児体験実施前後の情動喚起刺激に対す
る心理・生理・内分泌学的評価(男女の比較) 
１)心理学的指標による評価(図７・８) 
 STAI(状態不安)における，体験前の各刺激間の比較
では，体験前後において男女間に有意な差はみられな
かった。男女それぞれの体験前後の比較において，体
験前は男女とも「笑い」より「泣き」の方が有意に高
く，男性(Z=-2.45，p＜0.05)，女性(Z=-2.81，p＜0.01)
であった。体験後は女性において「笑い」より「泣き」
の方が有意に高かった(Z=-2.50，p＜0.01)。 
２)生理学的指標による評価(図９・10) 
 体験前後において，心拍パワースペクトル(LF/HF)
は男女間の変化率に有意な差はみられなかった。男女
それぞれの体験前後の比較において，男女とも体験前
は「笑い」「泣き」の間に変動があったが有意な差はみ
られなかった。 
３)内分泌学的評価(図11・12) 
 体験前後において，唾液中コルチゾールでは，男女
間の変化率に有意な差はみられなかった。男女それぞ
れの体験前後の比較において, 体験前は「笑い」「泣き」
の間に変動があったが有意な差はみられなかった。体
験後は女性において「笑い」より「泣き」の方が有意
に低かった(Z=-2.81，p＜0.01)。 
 
Ⅸ．考察 
 本研究では，性差に焦点をあて，ふれあい育児体験
前後の心理・生理・内分泌学的指標による男女差につ
いて検討した。そこで，①乳幼児とのふれあい育児体
験前後の親性準備性・対児感情評定尺度による心理学
的評価の男女差②乳幼児とのふれあい育児体験前後の
情動喚起刺激の反応に対する心理・生理・内分泌学的
指標による親性準備性の男女差，の２つの視点から考
察する。 
１．乳幼児とのふれあい育児体験前後の親性準備性育 
成状況の男女差について  
 乳幼児とのふれあい育児体験前は，女性の方が男性
より親性準備性・対児感情接近感情が高く，対児感情
回避感情が低い，体験後は親性準備性・対児感情接近
感情・対児感情回避感情に男女差はみられない，とい
う仮説を立て検証した。 
 その結果，体験前における，「乳幼児への好意感情」
は，男性より女性の方が有意に高かったが，体験後は
有意な差はみられなかった。また，男性では体験前よ
り体験後の方が有意に高かった。これらのことから「乳
幼児への好意感情」は体験前に男女の違いがみられる
が，体験後はその差が縮まりやすいことが明らかとな
った。 
 体験前後における，「育児への積極性」は男女間に有
意な差はみられなかった。男女それぞれの体験前後の
比較において，男女とも体験前より体験後の方が有意 
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表１ 子どもとの接触体験 表２ 乳児接触体験 
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図３ 「乳幼児への好意感情」の男女比較 
Mann-Whitney U検定   Wilcoxon符号付順位和検定  *P<.05
図５ 対児感情「接近感情」の男女比較 
Mann-Whitney U 検定   Wilcoxon 符号付順位和検定  *P<.05
図７ ＳＴＡＩ（状態不安）の男女比較（体験前） 
Mann-Whitney U 検定   Wilcoson 符号付順位和検定  *P<.05
図９ 心拍パワースペクトル LF/HF の男女比較（体験前） 
Mann-Whitney U 検定   Wilcoxon 符号付順位和検定
NS:non-significant
図 11 コルチゾールの男女比較（体験前） 
Mann-Whitney U 検定   Wilcoxon 符号付順位和検定  *P<.05
NS:non-significant
図４ 「育児の積極性」の男女比較 
Mann-Whitney U検定   Wilcoxon符号付順位和検定  *P<.05 **P<.01
図６ 対児感情「回避感情」の男女比較 
Mann-Whitney U検定   Wilcoxon符号付順位和検定  *P<.05
図８ ＳＴＡＩ（状態不安）の男女比較（体験後） 
Mann-Whitney Utest   Wilcoxon 符号付順位和検定 **P<.01
図 10 心拍パワースペクトル LF/HF の男女比較（体験後） 
Mann-Whitney U 検定   Wilcoxon 符号付順位和検定
NS:non-significant
図 12 コルチゾールの男女比較（体験後） 
Mann-Whitney U 検定   Wilcoxon 符号付順位和検定  *P<.05
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に高かった。このため，体験前の男女差は少なく，性
差を問わず体験効果がみられることが明らかとなった。
さらに体験前後において，「接近感情」は，男女間に有
意な差はみられなかった。男女それぞれの体験前後の
比較において，男性では体験前より体験後の方が有意
に高かったが，女性では有意な差はみられなかった。
したがって，男女を問わず育まれるものであるが，男
性は体験を通し，乳児に対する肯定的感情を抱きやす
いことが明らかとなった。この点は着目すべき点とい
えよう。 
 一方，体験前後において，「回避感情」は，女性より
男性の方が有意に高かった。男女それぞれの体験前後
の比較において，男性・女性とも有意な差はみられな
かった。これらのことから，「回避感情」は，体験前に
男女の違いがみられるが，体験によりその差が縮まら
ず，体験の影響を受けにくいと考えられた。つまり，
「回避感情」についてはもともとの男女の認識の違い
が影響しているものと考えられた。 
 先行研究では，男女大学生の親性準備状況の調査に
対し，乳幼児への好意感情，育児への積極性ともに，
女子学生が男子学生よりも有意に得点が高かったこと
から，親性準備性は男子学生より女子学生の方が獲得
していた。この要因として，幼い子どもとの過去の接
触体験や，母親に対する肯定的認識・両親の子育てに
対する肯定的意識が影響していることが報告されてい
る2)。一方，伊藤30)は女子が男子より子どもへの親和
や子育てへの受容が高いことは実証されてきた事項で
あるが，この差は高校２.３年ではほとんど男女差がな
いと述べ，中・高校生の親性準備性の捉え尚しに重要
な示唆を与えると述べている。また，花沢31)は中・高
校の男女に対し一連の調査を行い，対児感情に関して
は，性的要因よりも乳児との接触体験の方が大きな影
響を与えること，松岡32)は，親性準備性は女子のみで
なく男子においても発達していることを報告している。
本研究の結果からも，体験前は乳幼児への好意感情が
男性より女性に有意に高かったが，体験後はその差が
有意でなくなったことや，男性に体験後肯定的な変化
がみられたことから，先行研究を支持する結果といえ
る。また，男性に体験効果がみられたことは，今日の
男女共同参画社会の影響が青年期の男女に認識の変化
をもたらしていることが予想された。一方，ふれあい
育児体験を行う際はこれらの性差への配慮が必要であ
り，先行研究にもあるように，１回の単発的な体験が
多い現状を考えると，ふれあい育児体験に拒否的な反
応をみせる対象者が存在する21)という報告からも，で
きるだけ肯定的な体験になるよう，乳幼児の特徴や簡
単な保育技術の練習など，十分な事前学習が必要と考
える。 
２．乳幼児とのふれあい育児体験前後の情動喚起刺激
に対する反応の男女差 
 本研究では，「乳児の泣き顔」という精神的ストレス
に対する心理(STAI)，生理(心拍パワースペクトル)，
内分泌(唾液中コルチゾール)学的反応を，学習プログ
ラム体験前後および「乳児の笑い顔」と比較し，親性
育成状況の指標とした。乳幼児とのふれあい育児体験
前後の「泣き」に対するSTAI値・心拍パワースペクト
ルLF/HF比・唾液中コルチゾール反応に男女差はみられ
ないという仮説を立て検証した。 
 その結果，STAI(状態不安)においては，体験前に男
女とも「笑い」より「泣き」が有意に高かったことか
ら，体験前は「泣き」に対するストレス反応が生じて
いることが考えられた。しかし，体験後は男性におい
ては「笑い」と「泣き」に有意な差がみられなかった。
このため男性においては，「泣き」に対する共感や受容
が働いたものと考えられた。 
 心拍パワースペクトル(LF/HF)，唾液中コルチゾール
とも，男女間，体験前後の男性の変化率に有意な差は
みられなかった。体験後，唾液中コルチゾールは女性
において「笑い」より「泣き」の方が有意に低かった
ことから体験後の「泣き」に対するストレス反応の軽
減が考えられた。また，心拍パワースペクトル(LF/HF)，
唾液中コルチゾールとも男女の体験前の「笑い」「泣き」
の変動に比べ体験後の変動は少なかったことから，
STAIに対する反応同様，ふれあい育児体験により「泣
き」に対する共感や受容が働いたことが示唆された。 
 泣き声の知覚に関するこれまでの研究は母親を中心
に行われ，母親の子どもの泣き声に対する知覚・認知
は，泣き声を介した子どもとの相互交渉を通して変化
すること，乳児の泣きに対して，その表出された火急
性をどのように知覚し，自分なりの判断を行い，対処
行動を選択するかといった泣き声に対する認知的枠組
みは，子どもとの相互交渉を通じて形成されていくこ
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と，また，父親についても同様であることが明らかに
なっている33)。さらに，母親，経妊婦，初妊婦の方が，
未婚女性より乳児の泣き声の弁別能力が高かったこと
などが報告されている34)。これらのことから，母親・
父親は子どもとの相互交渉を通し，泣きの意味を考え
対応する中で子どもに対する共感性や受容が高まると
考えられる。ふれあい育児体験においても，乳児の泣
き場面に接することが，性差にかかわらず，対象者の
「乳児の泣き」に対する共感や受容性の高まりに影響
したことが考えられた。 
 
 以上より，ふれあい育児体験前後の心理学的評価に
よる親性育成面での性差はみられるが，体験前後の乳
児の「笑い」「泣き」場面に対する情動喚起刺激反応に
男女差はみられなかったことから仮説１～３が検証さ
れた。このことから，１回だけのふれあい育児体験や
継続体験における初期段階は，性差を考慮した対応が
必要といえる。また，体験前後の情動喚起刺激ビデオ
に対する反応は，男女とも体験後の方が乳児の「泣き」
によるストレスを受容し，性差は見られなかった。親
性は男女を問わずふれあい育児体験などの体験学習に
より発達することが考えられた。男性は育児支援・育
児不安を軽減し，虐待に関係する重要なキーパーソン
である。したがって，男性に対する親性育成のための
具体的方法は今後ますます重要と考えられ，青年期男
女に対する親性準備性育成のための様々なアプローチ
の中で，乳幼児とのふれあい育児体験は効果的な機会
と考えられた。 
 今後は，対象者数を増やすとともに，親性準備性が
低い対象者への教育的介入や既に親性を育んでいると
思われる育児中の父親・母親との比較，さらなる客観
的評価指標として脳科学的指標による評価などが課題
である。 
 
Ⅹ．まとめ 
 本研究では，出産・育児経験のない青年期未婚男女
を対象に，乳幼児とのふれあい育児体験を実施し，親
性育成効果の男女差を心理・生理・内分泌学的に明ら
かにすることを目的とした。その結果，以下のことが
明らかとなった。 
１．ふれあい育児体験実施前後の心理学的評価(男女の
比較) 
１)体験前において，「乳幼児への好意感情」は，男性
より女性の方が有意に高かった。体験前後の比較にお
いて，男性では体験前より体験後の方が有意に高かっ
た。 
２)体験前後において，「育児への積極性」は，男女間
に有意な差はみられなかった。男女それぞれの体験前
後の比較において，男女とも体験前より体験後の方が
有意に高かった。 
３)体験前後において，「接近感情」は，男女間に有意
な差はみられなかった。男女それぞれの体験前後の比
較において，男性では体験前より体験後の方が有意に
高かった。 
４)体験前後において，「回避感情」は，女性より男性
の方が有意に高かった。 
２．ふれあい育児体験実施前後の情動喚起刺激に対す
る心理・生理・内分泌学的評価(男女の比較) 
１)STAI(状態不安)における，体験前の各刺激間の比較
では，体験前後において男女間に有意な差はみられな
かった。男女それぞれの体験前後の比較において，体
験前は男女とも「笑い」より「泣き」の方が有意に高
かった体験後は女性において「笑い」より「泣き」の
方が有意に高かった。 
２)生理学的指標による評価 
 体験前後において，心拍パワースペクトル(LF/HF)
は男女間の変化率に有意な差はみられなかった。 
３)内分泌学的評価 
 体験前後において，唾液中コルチゾールでは，男女
間の変化率に有意な差はみられなかった。体験後は女
性において「笑い」より「泣き」の方が有意に低かっ
た。 
 
 以上の結果から，１回だけのふれあい育児体験や継
続体験における初期段階は，性差を考慮した対応が必
要である。また，親性は男女を問わずふれあい体験な
どの体験学習により発達することが考えられた。 
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